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グローバル人材の育成に向けたESDの推進事業
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１ 横浜市 これまでの取組（平成28年度～30年
度）

＜教員研修資料＞



グローバル人材の育成に向けたESDの推進事業

活動写真
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ユネスコスクール全国大会での
横浜市の取組紹介

交流報告会での児童生徒による
ESDの取組の交流

交流報告会での
教職員のESDの実践交流

１ 横浜市 これまでの取組（平成28年度～30年
度）



グローバル人材の育成に向けたESDの推進事業

・横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアムの設立

・推進校の指定と実践

・東京都市大学 佐藤真久教授
による支援
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・交流報告会・実践報告
による成果の共有と発信

平成29年度 平成30年度

＜実践報告＞

１ 横浜市 これまでの取組（平成28年度～30年
度）



２ 教育（学習）効果の評価・普及に向けた取組

(1)構成概念とＥＳＤで重視する能力・態度
【ＥＳＤの視点に立った学習指導の目標】

教科等の学習活動を進める中で，

「持続可能な社会づくりに関わる課題を見いだし，それらを解決するために

必要な能力や態度を身に付ける」ことを通して，

持続可能な社会の形成者としてふさわしい資質や価値観を養う。
【構成概念】(例)
Ⅰ 多様性
Ⅱ 相互性
Ⅲ 有限性
Ⅳ 公平性
Ⅴ 連携性
Ⅵ 責任性 など

【ESDの視点に立った学習指導で重視する能力・態度】(例)
❶ 批判的に考える力 ❷ 未来像を予測して計画を立てる力
❸ 多面的，総合的に考える力 ❹ コミュニケーションを行う力
❺ 他者と協力する態度 ❻ つながりを尊重する態度
❼ 進んで参加する態度 など

【ESDの視点に立った学習指導を進める上での留意事項】
① 教材のつながり ② 人のつながり ③ 能力・態度のつながり

教科等の授業設計・授業改善

持続可能な社会づくりに関する問題解決的な学習



(1)構成概念とＥＳＤで重視する能力・態度
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・構成概念と能力・態度を明確にした授業研究会

２ 教育（学習）効果の評価・普及に向けた取組



(1)構成概念とＥＳＤで重視する能力・態度

・調査やイメージマップ・テキストマイニング等で分析

授業・学習の改善へ活用

1
いろいろあるということ

(多様性)

（例）自分と違う考え方があるということに気付いた。

　　　自分と友達にはちがうところがあると気付いた。
3 2 1 0

2
関わり合っているということ

（相互性）

（例）地域の人や友達と協力しながら活動しようとした。

　　　友だちと遊んだり、勉強したりするとよいことがあることに気付いた。

　　　なかよし班で他の学年と関わり合おうとした。
3 2 1 0

3
限りがあるということ

（有限性）

（例）未来のことを考えて活動に取り組もうとした。

　　　使うものには、限りがあるということを意識して活動しようとした。

　　　水や食べ物等を大切にしたり、時間を守って生活したりしようとした。
3 2 1 0

4
一人ひとり大切にするということ

（公平性）

（例）自分や友達、地域の人の意見を大切にしようとした。

　　　友達に優しく話しかけたり、遊んだりしようとした。 3 2 1 0

5
力を合わせること

（連携性）

（例）みんなが幸せに生活できるように協力しようとした。

　　　意見が対立しても、それぞれの立場を考えて話し合おうとした。
3 2 1 0

6
役割や責任をもつということ

（責任性）

（例）自分で考え、自分から進んで行動しようとした。

　　　委員会活動の自分の仕事に、人任せにせず責任をもって取り組もうと意識した。

　　　そうじ当番や、給食当番をしっかり取り組むことの大切さに気付いた。
3 2 1 0

・友達の考えや意見、本やインターネット、テレビなどの情報を「本当かな？」と自分なりに考
3 2 1 0
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いつまでもみんなが幸せに暮らせる社会につながる問題の解決に向けて大切にしたい考え
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限りがあるということ

（有限性）
51 59 20 2
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２ 教育（学習）効果の評価・普及に向けた取組



(2)協働型プログラム評価の導入
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最上位目的

上位目的

戦略目的

直接
0102

具体的な解決方法を試しながら、粘り強く追究している。
指針
010201

計画を立て、課題解決に向けて見通しをもつ。

体験したり調べたりするなど、材（ひと・もの・こと）に繰り返し関わ

直接
0101

発達段階に合った課題を自分から見い出している。
指針
010101

身近なまちや生活を見つめ直し、まちの課題解決に向けて、願いや思い
をもつ。

活動
010101

指針
010102

話合いを通して、学年・学級集団で追究する価値がある課題を選択す
る。

活動
010102

中間アウト
カム

「みなとみらい」の豊かな資源を活かした教育活動から、社会（まち・ひと）の課題解決に向けて、さまざまな視点や立場に立ち、多様な他者の考えを共有しながら、地域・保護
者・企業をはたらきかけ、社会に変化を起こせる子＊１が育っている。　＊１　社会に変化＝変容

直接アウ
トカム01

子どもたちが、社会（まち・ひと）から課題を見い出し、解決に向かって試行錯誤しながら活動を進め、自分たちの成長を感じている。

みなとみらい本町小　ロジックモデル（案） ver1.23

スーパー
ゴール

学校教育目標【「みな」と「みらい」を創る子】
「多様性を認められる」「多面的・多角的に物事を捉える」「問いを見い出して学び続ける」「まちに愛着をもつ」「豊かな心をもつ」の５つの資質を育成する。

最終アウト
カム

社会（まち・ひと）とつながり、多様な文化や価値観を取り入れながら広い視野で物事を捉え、現代社会における課題の解決に向けて行動できる、持続可能な社会形成を担うグロー
バルな人材が育成されている。

２ 教育（学習）効果の評価・普及に向けた取組



(2)協働型プログラム評価の導入

・現場の教師によるロジックモデルの構築
みなとみらい本町小(平成30年ﾕﾈｽｺｽｸｰﾙ全国大会開催)

・東洋大学 米原あき教授の支援

・「カリキュラム・マネジメント」の発想と親和性高い

・「社会に開かれた教育課程」として再構築
9

２ 教育（学習）効果の評価・普及に向けた取組



(3)国連大学の調査への研究協力
～モニタリング・評価枠組みと改善メカニズムの構築～

・東京大学北村友人准教授
のチーム研究に協力

・質問紙調査の実施・分析

＜今後＞

・調査結果を基に、児童生徒を対象とした調査へ
10

＜調査の説明 推進校研修会＞

２ 教育（学習）効果の評価・普及に向けた取組



(3)国連大学の調査への研究協力
～モニタリング・評価枠組みと改善メカニズムの構築～
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（「とても効果的」と回答した人数）

２ 教育（学習）効果の評価・普及に向けた取組



(3)国連大学の調査への研究協力
～モニタリング・評価枠組みと改善メカニズムの構築～
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２ 教育（学習）効果の評価・普及に向けた取組

(教師が重要と考えていること)

協働・システム思考
（教師が成果として考えていること)

コミュニケーション・協働・つながり

（教師の回答が少なかったこと）

資源の有限性
基礎的・基本的な知識・技能
社会的正義や公正性、道徳的行動

ESD推進校の質問紙の結果から見えてきたこと



教育委員会が担う「強み」を生かして
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３ 今後の展望
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１．全校でＥＳＤについての取組をし
ている。

２．全校でＥＳＤについて取り組むこ
とを検討している。

３．一部の学年や学級、教科等におい
てＥＳＤの取組がある。

４．ＥＳＤについてほとんど意識され
ていない。

市内約500校全校種の調査結果の経年比較



３ 今後の展望
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教育委員会が担う「強み」を生かして

〇多様なステイクホルダーを繋いだ活動
（学校、教員、保護者、関係機関・団体、行政、大学）

〇ＥＳＤの実践の価値づけと学校の文脈での見直し

・交流報告会の企画・実施

・モデル校での取組

・公開授業での助言、学校訪問によるヒアリング

・教職員研修の充実

・世界のＥＳＤの最新の潮流を踏まえた推進

・国連大学の調査研究への協力 等
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教育（学習）効果の評価・普及について

・「横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム成果報告書」を
作成し、他地域のＥＳＤコンソーシアム等に配布

・ユネスコスクール関東ブロック大会やユネスコスク
ール全国大会等で成果の発信


